
事業所　　グループホームワカバあびこ

目標達成計画 作成日：　令和　5年　5月　24日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 （2）

〇事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している

地域とのつながりがもてるようにする。 運営推進会議等で地域行事の情報を収集し地
域のイベントに参加し交流を持っていく。

12ヶ月

2 （3）

〇運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

運営推進会議の定期的な継続 書面ではなく対面にて運営推進会議を実施し
交流をはかる。

12ヶ月

3 （5）

○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予
防サービス指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の
施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる

身体拘束をしないケア 身体拘束廃止、虐待防止委員会を定期的に開
催しスタッフを対象とした勉強会を開く。

12ヶ月

4 （13）

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

利用者が避難できる方法を職員が身につけ
る。地域との協力体制を築く。

防災訓練を定期的に行う。
自治会等の活動に参加して協力体制を築いて
いく。自治体のハザードマップや避難に関する
情報を勉強会で職員に周知する。 12ヶ月

5 ヶ月

　

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


